
　
1
月
に
、
市
内
で
は
多
く
の
地
域
で
、

道
祖
神
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
、
寒
さ
厳
し
い
1
月
14
日
、
石
和

町
、
芦
川
町
を
中
心
に
道
祖
神
祭
り
の

準
備
の
様
子
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
時
代

背
景
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
お
祭
り

の
中
で
、
伝
統
を
守
り
伝
え
る
た
め
に

多
く
の
人
々
が
努
力
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

道
祖
神
と
ど
ん
ど
焼
き

　
道
祖
神
は
、
集
落
の
分
か
れ
道
や
集

落
境
な
ど
に
祀
ら
れ
た
神
様
で
、
旅
の

安
全
、
縁
結
び
、
子
ど
も
の
安
全
な
ど

を
司
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
と
と
も

に
集
落
内
に
疫
病
や
悪
霊
が
入
り
込
ま

な
い
よ
う
に
集
落
を
守
る
神
と
し
て
厚

く
信
仰
さ
れ
て
き
た
神
様
で
す
。
山
梨

県
内
で
は
丸
石
や
男
根
の
形
を
し
た
石

を
祀
っ
た
も
の
が
多
く
、
長
野
県
で
は

男
女
の
姿
を
刻
ん
だ
石
の
道
祖
神
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　
ど
ん
ど
焼
き
は
小
正
月
に
地
域
の
各

戸
が
門
松
、
注
連
縄
な
ど
の
正
月
飾
り

を
持
ち
寄
り
、
藁
な
ど
で
造
っ
た
お
小

屋
と
と
も
に
道
祖
神
場
で
盛
大
な
火
を

燃
や
す
行
事
で
、
こ
の
火
で
焼
い
た
団

子
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
日
で
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

そ
の
形
式
も
簡
略
化
さ
れ
た
地
域
が
増

え
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
的
な
お
祭
り
の
形
を
復
活
さ
せ
地
域

の
皆
さ
ん
の
手
で
大
事
に
守
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

八
田
区
、
川
中
島
区
の
亀
引
き

　
八
田
区
や
川
中
島
区
の
道
祖
神
祭
り

に
は
松
葉
な
ど
で
飾
り
立
て
た
亀
型
の

山
車
が
登
場
し
ま
す
。
寒
風
の
中
、「
申

せ
、
申
せ
、
お
祝
い
申
せ
」
な
ど
の
大

き
な
掛
け
声
と
と
も
に
巨
大
な
亀
を
子

ど
も
た
ち
が
区
内
を
引
き
歩
き
ま
す
。

石
和
町
誌
（
第
二
巻
第
二
章
）
に
は
こ

の
「
お
祝
い
申
せ
」
を
紹
介
し
た
昭
和

60
年
の
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、『
一
月
十
四
日
、
町

内
を
子
ど
も
た
ち
が
山
車
を
引
き
回

す
。
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と

も
い
わ
れ
る
伝
統
行
事
も
昭
和
三
十
年

代
に
中
断
し
た
が
昭
和
五
十
年
ご
ろ
川

中
島
地
区
で
復
活
、
そ
の
後
昭
和
六
十

年
に
は
七
地
区
に
広
が
っ
た
。』
と
い

う
よ
う
に
当
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
。
記
事
に
は
『
先
輩
、
後

輩
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
け
て

い
る
現
代
っ
子
に
は
ま
た
と
な
い
祭

り
。
今
こ
そ
広
げ
る
べ
き
で
す
。』
と

か
、『
地
域
の
連
帯
感
の
形
成
に
は
必

ず
役
に
立
つ
』
と
い
っ
た
取
材
を
受
け

た
方
々
の
コ
メ
ン
ト
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
部
の
オ
フ
ネ

　
市
部
の
仲
町
で
は
か
つ
て
藁
や
ヒ
ノ

キ
の
葉
で
造
っ
た
船
形
の
山
車
を
引
き

歩
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
郵
便
局
前
の

畑
で
オ
フ
ネ
を
燃
や
す
形
で
伝
わ
っ
て

お
り
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

オ
フ
ネ
の
舳
先
に
は
そ
の
年
の
干
支
の

顔
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　　
平
成
26
年
の
道
祖
神
祭
り
の
様
子
を

取
材
す
る
中
で
、
寒
い
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
大
人

も
子
ど
も
も
笑
顔
で
お
祭
り
に
関
わ
っ

て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

八田区の子どもたちによる亀引き

川中島区の福亀引き

市部仲町のオフネ

〜
季
刊 

笛
吹
市
探
訪
〜

季
刊
季
刊

笛
吹
市
探
訪

笛
吹
市
の
道
祖
神
祭
り
を
巡
っ
て

わ
ら

n
o
.7
6

　笛吹市では、花いっぱいのまちづくりを応援していま
す。
　市内の憩いの場や道路沿いなどへ花を植え、育てたい
地区・住民の団体などに対して、花の苗を配布していま
す。

　花苗配布事業を利用して、多くの団体が花苗の支給を
受け、公共施設や道路沿い、土手沿いなどの花壇やフラ
ワーポットに、色とりどりの花が植えられました。
　公共空地があり、花が大好きな方や興味がある方は、
仲間と一緒に申請して、花のまちづくりを推進していきましょう。

■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎ 055（261）3339

　1月11日、春日居町下岩下公民館で「おこん袋作り」教
室が開催されました。
　古くから春日居地域の一部では、道祖神祭りに「おこん
袋」を飾ります。下岩下では、4枚の色紙を手縫いして螺
旋状に縫い合わされた袋を紙風船のように膨らませて上か
ら切り紙細工を飾ります。「おこん袋」には裁縫が上手に
なるようにという願いがこめられているそうです。そうし
てできあがった「おこん袋」は1月14日に老人会によって
弓に飾りつけられます。
　今回「おこん袋」の作り方が分からないという方たちの
要望に応えこの教室が開催されました。こうした伝統行事
は、子どもたちにとっては、心に残る故郷の原風景となり、
また地域の連帯を深める意味でも大切な行事です。
　笛吹市教育委員会では、地域コミュニティ講座（スコニ
ティ講座）を実施し、講師料の一部を助成しています。行
政区集会施設等を利用した自主企画運営で開催する講座、
教室、講演会等のお申し込みをお待ちしています。詳しく
は、生涯学習課または、各支所の生涯学習コーディネータ
ーまでご相談ください。

生涯学習コーディネーター通信生涯学習コーディネーター通信

■問合せ先　市民活動支援課　市民生活担当　☎055（262）4138

花のあるまちづくりを応援
～花のまちづくり花苗配布事業～

1月14日下岩下の道祖神の前に飾られた
「おこん袋」

八代町永井区による植栽

始めてみませんか？お花のボランティア活動

春日居町下岩下公民館
スコニティ講座「おこん袋作り」教室
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